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会務の運営 

１．理事会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 議         案 結果 

１ 令和元年 

5月30日 

（木） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

理事 

12名 

 

監事 

2名 

報告第１号 平成30年度資金収支補正予算を専決した事項の承認について 

議案第１号 経理に関する細則の制定について 

議案第２号 平成30年度事業報告並びに資金収支決算について 

議案第３号 令和元年度資金収支補正予算（案）について 

議案第４号 令和元年度定時評議員会の招集について 

議案第５号 令和元年度第1回評議員選任・解任委員会の招集について 

人事案１号 理事の選任候補者の提案について 

人事案２号 監事の選任候補者の提案について 

人事案３号 評議員の選任候補者の提案について 

協   議 令和元年度共同募金配分申請事業について 

承  認 

原案決議 

承  認 

原案同意 

原案決義 

原案決議 

原案決議 

原案決議 

原案決議 

原案承認 

２ 令和元年 

6月14日 

（金） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（大会議室） 

理事 

12名 

 

監事 

2名 

人事案１号 会長、副会長、常務理事の選定について 

人事案２号 顧問の委嘱について 

協   議 部会員の構成について 

選  定 

原案決議 

原案承認 

３ 令和元年 

11月11日 

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

理事 

12名 

 

監事 

3名 

報告第1号 会長及び常務理事の職務の執行状況について 

議案第1号 令和元年度第2回評議員選任・解任委員会の招集について 

人事案1号 評議員選任候補者の提案について 

 

原案決議 

原案決議 

４ 令和2年 

3月12日

（木） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

理事 

12名 

 

監事 

2名 

報告第１号 令和元年度共同募金配分事業変更計画について 

報告第２号 令和元年度自己評価実施結果について 

報告第３号 会長及び常務理事の職務の執行状況について 

議案第１号 指定居宅介護支援事業所運営規程の一部を改正する規程の制

定について 

議案第２号 ヘルパーステーション運営規程の一部を改正する規程の制定

について 

議案第３号 障害者ヘルパーステーション運営規程の一部を改正する規程

の制定について 

議案第４号 職員就業規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第５号 臨時職員・パート職員・登録職員就業規則の一部を改正する規

則の制定について 

議案第６号 令和元年度資金収支補正予算（案）について 

議案第７号 令和2年度事業計画並びに資金収支予算（案）について 

議案第８号 令和元年度第2回評議員会の招集について 

議案第９号 令和元年度第3回評議員選任・解任委員会の招集について 

人事案１号 評議員選任候補者の提案について 

 

 

 

原案決議 

 

原案決議 

 

原案決議 

 

原案決議 

原案決議 

 

原案同意 

原案同意 

原案決議 

原案決議 

原案決議 
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２．評議員会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 議         案 結果 

１ 令和元年 

6月14日 

（金） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（大会議室） 

評議員 

25名 

 

理事 

4名 

 

監事 

2名 

報告第１号 平成30年度資金収支補正予算を専決した事項の承認について 

議案第１号 平成30年度事業報告並びに資金収支決算について 

議案第２号 令和元年度資金収支補正予算（案）について 

人事案１号 理事の選任について 

人事案２号 監事の選任について 

協   議 令和元年度共同募金配分申請事業について 

承  認 

承  認 

原案承認 

選  任 

選  任 

原案承認 

２ 令和2年 

3月23日

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（大ホール） 

評議員 

25名 

 

理事 

4名 

報告第１号 令和元年度共同募金配分事業変更計画について 

報告第２号 令和元年度自己評価実施結果について 

議案第１号 令和元年度資金収支補正予算（案）について 

議案第２号 令和2年度事業計画並びに資金収支予算（案）について 

 

 

原案承認 

原案承認 

 

 

３．監査会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 監  査  事  項 結果 

１ 令和元年 

5月20日 

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

(中会議室) 

監事 

3名 

１．平成30年度業務執行状況について 

２．平成30年度計算書類、附属明細書、財産目録について 

適正に処理さ

れていること

を認めた 

２ 令和元年 

11月27日

（水） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

(中会議室) 

監事 

3名 

１．令和元年度上半期業務執行状況について 

２．令和元年度上半期計算書類、附属明細書、財産目録について 

適正に処理さ

れていること

を認めた 

 

 

４．評議員選任・解任委員会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 議         案 結果 

１ 令和元年 

6月6日 

（木） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

委員 

4名 

議案第1号 評議員の補欠の選任について 選  任 

２ 令和元年 

11月18日

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

委員 

4名 

議案第1号 評議員の補欠の選任について 選  任 

３ 令和2年 

3月18日

（水） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

委員 

4名 

議案第1号 評議員の補欠の選任について 選  任 
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５．専門部会 

（１）総務企画部会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 協 議 案 件 

１ 

令和元年 

11月11日 

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

部会員

5名 

１．部会長、副部会長の互選 

２．部会所掌事項等について 

２ 令和2年 

2月25日

（火） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（小会議室） 

部会員

6名 

１．令和元年度共同募金配分事業変更計画（案）について 

２．自主財源について 

３．ハートフルプラザ・はしかみ指定管理について 

４．介護保険事業について 

５．その他 

 

（２）地域福祉部会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 協 議 案 件 

１ 

令和元年 

11月11日 

（月） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

部会員

6名 

１．部会長、副部会長の互選 

２．部会所掌事項等について 

２ 令和2年 

2月25日

（火） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（小会議室） 

部会員

5名 

１．令和2年度実施事業の検討について 

２．その他 
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６．幹部会 

回 開催月日 開催場所 出席者数 協 議 案 件 

１ 令和元年 

5月24日 

（金） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（小会議室） 

5名 １．令和元年度第1回理事会提案議案について 

２．令和元年度定時評議員会提案議案について 

３．令和元年度第2回理事会提案議案について 

４．令和元年度第1回共同募金委員会運営委員会提案議案について 

５．平成30年度介護保険事業等実績について 

６．令和元年度社協会費について 

７．第69回三戸郡社会福祉大会被表彰候補者の推薦について 

８．その他 

２ 令和元年 

8月21日 

（水） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

5名 １．令和元年度第2回共同募金委員会運営委員会提案議案について 

２．令和元年度社協会費実績状況について 

３．第41回町社会福祉大会について 

４．敬老会について 

５．職員募集について 

６．その他 

３ 令和元年 

10月9日 

（水） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（中会議室） 

5名 １．令和元年度第3回理事会提案議案について 

２．令和元年度社協会費実績状況について 

３．その他 

４ 令和元年 

12月18日

（水） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

4名 １．令和元年度共同募金実績状況について 

２．令和元年度介護保険事業等実績状況について 

３．令和2年度町補助金・委託金交付申請内容について 

４．職員募集について 

５．いきいきシルバーバンク事業について 

６．その他 

５ 令和2年 

3月6日

（木） 

ハートフルプラザ･は

しかみ 

（応接室） 

4名 １．令和元年度共同募金配分事業変更計画について 

２．令和元年度第4回理事会、第2回評議員会提案議案について 

３．令和元年度第3回共同募金委員会運営委員会提案議案について 

４．職員募集について 

５．新型コロナウイルス感染予防について 

６．その他 
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理事・監事・評議員等名簿 

 

令和２年３月３１日現在 

 

 

１．理   事（定数10名以上13名以内） 

会 長    松 橋 竹 子 

副 会 長    十文字 倉 男      中 島 孝 一       

常務理事    鳩   文 男 

理 事    平 野 悦 子      上長根 武 志      上 重 一 男 

森   榮 吉      濵 谷 三枝子      松 川 金次郎 

岩 城 恵 子      梨 子 謙 一           長 根 清 子 

 

 

 

２．監   事（定数3名以内） 

野 沢 敏 雄      上   博 文      郷 州   満 

 

 

 

３．評議員（定数31名以上34名以内） 

山 下 和 子       岩 谷 悦 子       外 崎 礼 子       小 室 行 弘 

左 舘 幸 雄       中 城   功       中 田 兼 雄       日 向 登美男 

坂 本 憲 子       三 島 テ ル       下 野 禮知子       澁 谷 一 枝 

鈴 木 晟 爾       荒 谷 正 壽       廣 田 勝 三       松 川 純 悦 

堰 合 勝 美       髙 橋 一 郎       荻 沢 一 信       南   正 人 

境   栄 治       寅 谷 正 美       上 平   稔       千 田 慶 子 

西 山 圭 一       佐 京 忠 史       鹿 原   仁       上 野 正 宣 

小 坂 正 年       大 下   修       小 野 榮 悦       下 野 ス ミ 

川 浪 秀 一       土 橋 秀 子 

 

 

 

４．評議員選任・解任委員会委員（定数4名） 

   野 沢 敏 雄       上   博 文       佐 京 正 光       工 藤 靖 夫 
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実施報告 

Ⅰ 住民参加と小地域ネットワーク活動の推進 

１．地域住民の主体的福祉活動の推進 

（１）生活支援体制整備事業 

１人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯等が、地域で孤立することなく安心感をもって生活できるよう、ほ

のぼの交流協力員やネット協力員による、見守りの訪問活動を推進するとともに、地域の福祉課題の把握等

のため民生委員、区長、ほのぼの交流協力員等との情報交換を開催し、互いに支え合う体制・地域づくりの

推進を図った。 

  ほのぼの交流協力員チーフを対象として、事業推進のための連絡会議を開催した。 

  ・期 日  令和元年６月２４日（月） 

  ・場 所  ハートフルプラザ･はしかみ（大会議室） 

  ・参加者  １９名 

  ・内 容  ほのぼの交流会開催計画について、事業推進に係る質問意見について 等 

○協力員研修会の開催 

    ほのぼの交流協力員を対象として活動推進のための研修会を開催した。 

・期 日  令和２年２月７日（水） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大ホール） 

・参加者  ３５名（ほのぼの２６名、サポーター９名） 

・内 容  講義「知っておきたい成年後見制度」 

講師:八戸市高齢福祉課地域包括支援センター 

主査兼社会福祉士 山口 誠 氏 

○情報交換会の開催 

事業の取り組み状況や対象者把握等のため地区毎に区長、民生委員、ほのぼの交流協力員、ネット協力

員との情報交換会を開催した。 

地区名 期  日 場  所 参加者 地区名 期  日 場  所 参加者 

石 鉢 令和2年1月8日 石鉢ふれあい交流館 ６ 耳ケ吠東 令和2年1月20日 耳ケ吠東集会所 ６ 

蒼 前 令和2年1月7日 蒼前集会所 ９ 荒 谷 令和2年1月20日 旧荒谷集会所 ４ 

野場中 令和2年1月8日 石鉢ふれあい交流館 ８ 大 蛇 令和2年1月21日 大蛇三地区集会所 ５ 

角柄折 令和2年1月9日 新田集会所 ３ 追 越 令和2年1月21日 大蛇三地区集会所 ５ 

金山沢 令和2年1月16日 金山沢水郷館 ８ 榊 令和2年1月22日 道仏交流ｾﾝﾀｰ ８ 

田 代 令和2年1月28日 田代集会所 ８ 駅 前 令和2年1月22日 道仏交流ｾﾝﾀｰ ４ 

晴山沢・平内 令和2年1月16日 わっせ交流センター １０ 道 仏 令和2年1月23日 道仏集会所 ５ 

鳥屋部 令和2年2月1日 森の交流館 ６ 小舟渡 令和2年1月27日 小舟渡集会所 ９ 

赤保内・耳ケ吠西 令和2年1月9日 赤保内集会所 ４ 合 計   １０８ 
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○地区別交流協力員・ネット協力員の状況 

地区名 対象世帯 交流協力員チーム数 交流協力員数 ネット組織世帯 ネット協力員数 

石  鉢 ４５ １ ７ １ ３ 

蒼  前 ５０ ２ ５ １ ２(1) 

野 場 中 ５３ ２ ５ ２ ６ 

角 柄 折 ３４ １ ３ ０ ０ 

金 山 沢 ６３ ４ ８ ０ ０ 

田  代 ３１ ２ ５ １  ４ 

晴 山 沢 ２８ １ ３ １ ４ 

平  内 ３４ ２ ７ ０ ０ 

鳥 屋 部 ３５ ２ ６ ０  ０ 

赤 保 内 
５０ １ ９ ０ ０ 

耳 ケ 吠 西 

耳 ケ 吠 東 ３２ １ ７ ２ ４(1) 

荒  谷 ３３ １ ４ ０ ０ 

大  蛇 ３９ １ ５ ０ ０ 

追  越 １６ １ ３ １  ４ 

榊 ５３ １ ５ ０ ０ 

駅  前 ４７ ４ １１ ２  ６ 

道  仏 ５６ ５ １２ ２ ６(2) 

小 舟 渡 ５４ ２ ６ １ ３ 

合  計 ７５３ ３４ １１１ １４ ４２(4) 

※ （ ）内は、ネット協力員も兼ねているほのぼの交流協力員の人数 
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（２）ほのぼの交流会開催事業 

ほのぼの交流協力員と連携・調整を図りながら、交流会の企画支援や計画的な開催支援を図るとともに、

介護予防運動指導員等の派遣調整を行い、参加者同士の交流と介護予防、地域における仲間づくりを推進し

た。また、「ほのぼのサロン」を開催し、高齢者の閉じこもり防止と参加者同士の交流を図った。 

○交流会開催状況 

地区名 開催回数 場  所 参加者 地区名 開催回数 場  所 参加者 

石  鉢 ７ 石鉢ふれあい交流館等 １４１ 耳ケ吠東  ９ 耳ケ吠東集会所等 １４５ 

蒼  前 ６ 蒼前集会所等 １８６ 荒  谷 ４ 旧荒谷集会所 ８１ 

野 場 中 ５ 石鉢ふれあい交流館等 １８８ 大  蛇 ４ 大蛇三地区集会所 ９０ 

角 柄 折 ６ 新田集会所等 １０４ 追  越 ４ 大蛇三地区集会所等 ６１ 

金 山 沢 １３ 新田集会所等 １３１ 榊 ４ 道仏交流センター等 ７５ 

田  代 ６ 田代集会所等 １３７ 駅  前 ４ 道仏交流センター等 １１７ 

晴 山 沢 ３ わっせ交流センター等 ４８ 道  仏 ４ 道仏集会所等 ７４ 

平  内 ４ わっせ交流センター ７７ 小 舟 渡 ４ 小舟渡集会所等 １２５ 

鳥 屋 部 ６ 森の交流館等 １１０     

赤保内・耳ケ吠西 ４ 赤保内集会所等 ９７ 合  計 ９７  1,987 

※ 金山沢は、水無、野場、金山沢、長根班それぞれで開催。赤保内は、耳ケ吠西と合同で開催。 

 

○ほのぼのサロン実施状況 

場所 開催時期 開催回数 参加者 

田代集会所 5/7～5/28 ４ ６２ 

大蛇三地区集会所 6/7～6/28 ４ ３８ 

赤保内集会所 7/5～7/12 ２ ３７ 

道仏交流センター 8/2～8/30 ４ ４１ 

石鉢ふれあい交流館 9/3～9/24 ４ ６２ 

森の交流館 10/1～10/29 ４ ５３ 

金山沢水郷館 11/8～11/29 ３ ４３ 

わっせ交流センター 12/6～12/27 ４ ３１ 

計 ２９ ３６７ 
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（３）緊急通報システム福祉安心電話サービス事業 

協力員や民生委員、県社協（中央センター）、関係機関等と連携を図りながら、１人暮らしの高齢者等が住

み慣れた地域で生活する上での、緊急時の身体的安全と精神的安心のため、３６５日２４時間対応サービス

としての運営及び近隣住民による見守り活動の推進を図った。また、利用世帯を訪問し機器の点検や通報確

認・消耗品等の交換と利用者の状況把握を行うとともに、事業周知に努めながら互いに支え合うネットワー

クづくりの推進を図った。 

○本年度設置台数    ３台 

○事業退会者数     ６名 

○年度末総設置台数  １１台 

  ○協力員数      ３６名 

  ○通報着信・対応状況 

通報着信状況 

緊急 相談 火災 ＡＣ復電 ＡＣ停電 故障 計 

 １  ３ ３ １ ８ 

 

対応状況 

協力員要請 救急車要請 消防車要請 救急・協力員要請 消防・協力員要請 停電・協力員要請 社協対応等 計 

     ３ ２ ５ 

 

 

（４）敬老会開催事業 

７５歳以上の高齢者を対象として、地区住民が主体となって開催する地区敬老会への助成と開催支援を図

り、敬老意識の高揚と地域ぐるみの主体的な活動として推進を図った。また、各会場へ町長及び会長（代理

含む）の出席を図り、町長より顕彰状の贈呈等が行われた。 

   ○敬老会しおりの作成  ２，４００部 

○地区敬老会開催状況 

地区名 開催期日 開催場所 対象者数 
参加者 

合計 
対象者 出席率 関係者等 

石 鉢 令和元年9月15日(日) 石鉢ふれあい交流館 １８０ ６５ ３６．１％ １５ ８０ 

蒼 前 令和元年9月29日(日) 蒼前集会所 ２２２ ８４ ３７．８％ １２ ９６ 

野 場 中 令和元年9月16日(月) 石鉢ふれあい交流館 １９７ ８７ ４４．２％ ２３ １１０ 

角 柄 折 
令和元年9月15日(日) 

（3地区合同開催） 
森の交流館 

５３ ２１ ３９．６％ 

１９ １０４ 金 山 沢 ９４ ３３ ３５．１％ 

鳥 屋 部 ７２ ３１ ４３．１％ 

田 代 令和元年9月15日(日) 田代集会所 ５２ ２５ ４８．１％ １５ ４０ 

晴 山 沢 令和元年9月17日(火) 

（2地区敬老会） 
わっせ交流ｾﾝﾀｰ 

４８ １９ ３９．６％ 
２６ ６６ 

平 内 ４４ ２１ ４７．７％ 

赤 保 内 令和元年9月17日(火) 観音茶屋 東門 １１２ ２４ ２１．４％ １２ ３６ 

耳ケ吠西 令和元年9月15日(日) 

（2地区合同開催） 

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾟﾗｻﾞ・はし

かみ 

１５４ ４６ ２９．９％ 
２４ １０９ 

耳ケ吠東 １３２ ３９ ２９．５％ 

荒 谷 
令和元年9月14日(土) 

（3地区合同開催） 
大蛇三地区集会所 

５３ ３５ ６６．０％ 

２９ １２０ 大 蛇 ５９ ２２ ３７．３％ 

追 越 ６７ ３４ ５０．７％ 

榊 令和元年9月18日(水) 道仏交流ｾﾝﾀｰ ７１ ３６ ５０．７％ ３６ ７２ 

駅 前 令和元年9月15日(日) 道仏交流ｾﾝﾀｰ １２９ ６３ ４８．８％ １９ ８２ 

道 仏 令和元年9月16日(月) 道仏集会所 １１４ ３９ ３４．２％ ３３ ７２ 

小 舟 渡 令和元年9月17日(火) 小舟渡集会所 １３９ ５７ ４１．０％ ３３ ９０ 

計  １，９９２ ７８１ ３９．２％ ２９６ １，０７７ 
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２．当事者の社会参加の促進 

（１）介護予防・地域支援事業の推進 

   高齢者の介護予防と生きがいの促進及び家族介護者支援のため、ハート生き活き事業、通所型サービスＣ

事業、家族介護者交流事業を、町地域包括支援センターや関係機関との連携のもとに推進を図った。 

①ハート生き活き事業 

     ハートフルプラザにおいて毎週２回（月・木曜日）、健康相談や、舞踊・詩吟・手芸・裂き織り・いきい

き体操・カラオケの趣味講座を実施した。また、ボランティアによる見守りのもと、エクササイズ機器やリ

ラクゼーション機器の使用により利用者の心身の健康保持及び要介護状態への予防・啓発を図った。 

○事業実施回数           ８６回（月曜日３９回、木曜日４７回） 

○延べ利用者数        ３，６１４名（月曜日１，３１１名、木曜日２，３０３名） 

○利用登録者数          １１４名（男性２８名、女性８６名） 

○実利用者数           １０１名（男性２５名、女性７６名） 

○新規利用者            ２８名（男性１２名、女性１６名） 

○入浴サービス延べ利用者数  ２，５９６名 

○趣味講座及びはあとカフェ実施状況 

講座名 

項 目 
舞踊 詩吟 手芸 裂き織り 

いきいき 

体操 
カラオケ 

はあと 

カフェ 
合計 

実 施 回 数 ４３ ３３ ４４ ７８ １７ ３５ ８６ ３３６ 

参加延べ人数 ２８５ ６５ ３７０ ３２９ ３１８ １４７ ２，３５１ ３，８６５ 

講師 舞踊：木村キミ、詩吟：石川 誠、手芸：竹本肥子、裂き織り：奥山キミ子 

体操：熊谷唱子、佐々木和子、山下さちゑ、上長根眞弓、関下りち子（日本ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会福祉ﾚｸﾜｰｶｰ）、 

小西池郁子（介護予防運動指導士）、大久保幸恵（県南ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ指導者ｸﾗﾌﾞ）、中村真由美（介護予防指導

士）、関下和彦（健康運動指導士）、斉藤あかね（健康運動指導士） 

   ※新型コロナウイルス感染防止のため、令和２年３月２日から２３日まで入浴サービスのみの実施（午前

中のみ）とし、２６日、３０日は事業を中止とした。 

 

  ②認知症カフェ設置事業 

認知症の方やその家族及び地域住民を対象に、認知症についての相談や情報提供、助言のほか、認知症に

ついての正しい知識や普及啓発を図るとともに、相互の交流の場としてハートフルプラザに毎週２回（月・

木曜日）、ハート生き活き事業実施日に合わせ、認知症カフェとして「はあとカフェ」を設置した。 

 ○実施回数             ８６回（月曜３９回、木曜４７回） 

 ○延べ利用者数        ２，３５１名（月曜８５７名、木曜日１，４９４名） 

 ○実利用者数            ５３名（男性８名、女性４５名） 

 ○実施内容     

 ・看護師及び専門職員等による相談、助言等 

 ・認知症予防運動教室 計１７回 

 ・カフェボランティアによる、運動指導の補助並びに、利用者の話し相手や運営補助（８６回：延べ１６

５名） 

 ※新型コロナウイルス感染防止のため、令和２年３月２日から２３日まで午前中のみの実施とし、２６日、

３０日は事業を中止とした。 
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③通所型サービスＣ事業（３ヶ月間２クール実施） 

毎週１回、ハートフルプラザにおいて「わんつかげんき教室」を集団的・通所形態により実施し、要介護

状態への予防を図るとともに、生きがいや自己実現のための取り組みの支援を図った。 

 【実施期間・回数・参加者数】 

   ・第１クール   ６月～ ８月（１２回）  参加者２８名（男性０名、女性２８名） 

   ・第２クール  １１月～ １月（１２回）  参加者１９名（男性２名、女性１７名） 

   ストレッチ体操、筋力トレーニング、バランス感覚向上トレーニング、簡易な器具を用いた運動や認知症

予防体操等を実施し、運動機能の維持と向上を図った。また、難易度の違うメニューを準備し、個々の体力

や身体状況に合わせて実施し、上肢、下肢筋力の低下を予防するとともに、参加者の継続意欲向上を図るた

め、毎回課題を提示し、自宅でも運動に取り組めるよう推進を図った。 

  ○指導スタッフ 

   理学療法士（１クール１回×２）、介護予防運動指導員（１クール２回×２）、看護師（２４回）、介助ボラ

ンティア（２４回：延べ４７名）、社協職員（運動指導２０回）  

 

④家族介護者交流事業 

介護者同士の交流と情報交換並びに心身のリフレッシュを図るため、在宅介護者の集いを開催するととも

に、介護講座を開催し在宅介護の技術と対応方法の習得を図った。 

○第１回介護者の集いの開催 

・期 日  令和元年６月２６日（水） 

・場 所  十和田市方面 

・参加者  １３名  

・内 容  手づくり村鯉艸郷見学、十和田市現代美術館見学、昼食会、情報交換会（介護者同士の意見交換） 

○介護者のための「介護講座」の開催 

  ・期 日  令和元年１２月２３日（月） 

  ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ 

  ・参加者  １６名 

  ・内 容  アンガーマネジメント講座「怒りと上手く付き合う方法」 

講師：日本アンガーマネジメント協会公認 

   アンガーマネジメントファシリテーター  才神 敦子 氏 

小物入れ作り、昼食会、情報交換会（介護者同士の意見交換） 

○第２回介護者の集いの開催 

・期 日  令和２年２月１７日（月） 

・場 所  南部町「アヴァンセふくち」 

・参加者  １３名  

・内 容  プリザーブドフラワー作り体験 

       講師：リアンブロッサム代表  田代 亜紀子 氏 

昼食会、情報交換会（介護者同士の意見交換) 

 

（２）福祉団体等の育成支援 

町内の７福祉団体の事務局を担当し、会員加入促進による組織の強化を重点目標として、各団体の事業推

進に努めた。 

○事務局担当福祉団体 

①階上町老人クラブ連合会  ②階上町身体障害者福祉会  ③階上町手をつなぐ育成会 

④階上町母子寡婦福祉会   ⑤階上町共同募金委員会   ⑥ボランティアサークルけやき 

⑦階上町在宅介護者の会 
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（３）ハートフルプラザ・はしかみの管理運営（指定管理事業） 

利用者の平等な利用の確保や安全性・利便性の確保に努め管理運営を推進するとともに、利用者のニーズ

や意見・要望を把握しながら誰もが利用しやすい管理運営に努めた。 

施設管理にあたっては、外部専門事業者を活用し適切な施設の維持管理に努め、設備機器については定期

的な点検等により異常や故障の早期発見と町担当課や関係機関等との連絡調整を図りながら対応を図った。

また、台風１９号災害による避難所として、町担当課と連携して自主避難者等への必要な対応を図った。 

○施設の利用状況 

  ・利用回数      １，３３２回（内使用料領収の回数：１４２回） 

  ・月平均利用回数     １１１回（内使用料領収の回数：１１回） 

  ・利用人数     ２８，５１０名（内使用料領収の人数：３，２７８名） 

・月平均利用人数   ２，３７５名（内使用料領収の人数：２７３名） 

○図書の利用状況 

  ・利用人数        ５２３名 

・月平均利用人数      ４３名 

  ・利用冊数      １，５８１冊（児童図書４１２冊、一般図書１，１６９冊） 

  ・月平均利用冊数     １３１冊（児童図書３４冊、一般図書９７冊） 

○施設維持管理、設備機器点検内容 

    ①浄化槽維持管理業務 

     保守点検：毎月１回、浄化槽清掃：年１回（12月）、水質検査：年１回（11月） 

     法定検査：年１回（9月） 

    ②消防設備保守点検業務 

     外観及び機能保守：年２回（6月･12月）、総合保守：年１回（6月）、防火対象物点検：年１回（9月） 

③自家用電気工作物保安管理業務 

     月次点検：需要設備２ヶ月に１回（5月、7月、9月、11月、1月、3月）、年次点検：年１回（1月） 

    ④清掃業務 

     床ワックス清掃：年４回（6月･9月･12月･3月）、ガラス清掃：年２回（5月･11月） 

     カーペット洗浄：年２回（4月･10月） 

    ⑤ボイラー空調設備及び給湯ボイラー保守点検 

     ボイラー空調設備保守点検：年２回（7月･10月）、給湯ボイラー保守点検：年１回（7月） 

    ⑥重油地下タンク清掃及び漏洩検査業務：年１回（7月） 

    ⑦ステップリフト点検業務：年２回（7月･12月） 

    ⑧ピアノ調律・点検：年２回（5月･12月） 

    ⑨レジオネラ属菌分析：年１回（12月） 

 

○消防訓練の実施 

【１回目】 ・期 日  令和元年８月２３日（金） 

・参加者  １５名（職員１０名、警備関係者３名、消防設備関係者２名） 

・内 容  部分訓練（館内非常放送、避難誘導、消火訓練） 

   【２回目】 ・期 日  令和２年３月３１日（火） 

         ・参加者  １４名（職員８名、警備関係者４名、消防設備関係者２名） 

         ・内 容  総合訓練（通報、館内非常放送、避難誘導、消火訓練） 

○令和元年台風１９号災害に伴う避難所対応 

・避難所開設日  令和元年１０月１２日（土）～１３日（日） 

   ・避難者数    ５名（男性１名、女性４名） 

○施設見学の受入れ 

   見学者：道仏小学校児童６名、担当教諭１名 

   見学日：令和元年９月１２日（木） 

○意見・要望等の状況（意見箱によるもの） 

    意見・要望事項等はなかった。 
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（４）いきいきシルバーバンク事業 

健康で働く意欲のある高齢者の経験や知識、技術を活かし、就労を通じて生きがいづくり、健康・福祉の

増進を図るため、町より三陸復興国立公園内道路維持業務等を受託し、階上岳登山道等の草刈り作業を進め

た。また、就業登録者の募集を進めながら１人暮らし高齢者世帯や一般世帯のニーズにより草刈り作業等の

対応を図った。 

○就業登録者 ６８名（内元年度登録者5名） 

○刈払機取扱安全講習会の開催 

・期 日  令和元年６月１０日（月） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大会議室） 

・参加者  １５名 

・講 師  三八地方森林組合 技師 沼沢 佳哉 氏 

・内 容  講義、刈払機取扱実技 

○三陸復興国立公園内道路維持業務等に係る作業打合せ会の開催 

・期 日  令和元年６月１７日（月） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大会議室） 

・参加者  ３３名（登録者３０名、現場管理者１名、事務局２名） 

・内 容  作業方法、作業場の心得、留意事項等について 

○三陸復興国立公園内道路維持業務等草刈作業路線 

①登山口・石倉線（町道5,700m）2回     ⑪第２田代線（林道1,900m）1回 

 ②寺下線（林道2,200m）2回         ⑫中屋敷・岳線（町道2,200m）1回 

 ③寺下・土折線（町道17,500m）2回      ⑬臥牛園 2回 

④舘神社付近（ﾄﾚｲﾙ 300m）2回                ⑭放牧場遊歩道等 2回 

 ⑤上野・廿一線（町道500m）2回              ⑮大開平遊歩道（ﾄﾚｲﾙ）2回 

⑥銀杏木・寺下線（町道1,200m）2回          ⑯熊野堂（ﾄﾚｲﾙ）2回 

⑦野沢・燈明堂下（町道1,100m）2回          ⑰農村公園 2回 

⑧上野線（林道600m）1回          ⑱八戸久慈道溜池  1回 

⑨放牧場前（1,100m）1回           

⑩第１田代線（林道1,300m）1回 

   ○三陸復興国立公園内道路維持業務等草刈作業状況 

    ・作業日数   ４１日間（５月:１日、６月:４日、７月:１６日、８月:６日、９月:１４日） 

    ・実作業人員  登録者３８名、現場管理者２名 

    ・作業人員   延べ５５７名（登録者４６８名、現場管理者７１名、事務局１８名）  

   ○住民ニーズへの対応 

     一般家庭の草刈り、草取り作業等軽易な作業の対応を図った。 

    ・作業依頼件数  ５３件 

・作業依頼者数  ２９名 

依頼内容 

 

 

内訳 

草
取
り 

庭
木
剪
定 

草
刈
り 

伐
採 

農
作
業 

家
事
援
助 

計 

（
延
べ
） 

依頼件数 ２１件  ６件 ２３件 １件 １件 １件 ５３件 

作業人員 ３３名 ６名 ３４名 １名 ４名 １名 ７９名 

作業日数 ５４日 ９日 ２６日 １日 １日 ４４日 １３５日 

延べ作業人員 ６８名 ９名 ３９名 １名 ４名 ４４名 １６５名 

・手数料収入  ４９，０１５円 
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３．福祉課題の把握 

（１）福祉ニーズ・課題把握 

民生委員児童委員やほのぼの交流協力員、関係機関等の連携を図りながら、地域福祉活動を推進する中

で、地域の福祉課題やニーズ把握に努めるとともに、介護保険サービス利用者のアンケート調査を実施し、

課題やニーズの把握に努めた。 

 

（２）地域福祉活動計画の進行管理 

   第３次地域福祉活動計画の進行管理のための委員会を設置する計画であったが、諸般の事情により設置

できなかったため、令和２年度において設置を図り進行管理を推進する。 

 

 

 

Ⅱ 福祉教育・ボランティア活動の推進 

１．福祉意識の高揚と人づくり 

（１）第４１回階上町社会福祉大会の開催 

○期 日  令和元年１１月２２日（金） 

○場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大ホール） 

○スローガン 「ともに生き支えあう福祉のまちづくり」 

○参加者  ２３５名 

○内 容  認知症サポーター養成講座 

講演「みんなで学ぶ 認知症のこと」 

           講師：東八戸病院 リハビリテーション科科長 大塚 基永 氏 

         健康福祉劇・合唱 

ボランティア推進校活動発表  石鉢小学校、道仏中学校 

         大会式典  社会福祉功労者表彰等 

（表彰者：伝達10名、表彰16名、感謝6個人・2団体、福祉作文入選者6名） 

       社会福祉作文発表（最優秀） 発表者：河合美結（道仏小6年）、川口陽世（階上中3年） 

町母子寡婦福祉会物品販売、町手をつなぐ育成会コーヒー販売、介護機器展示 

 

（２）福祉サポーター養成講座の開催 

地域における見守り支え合い等のボランティア育成と住民参加による地域福祉充実への理解を図るため

の養成講座を開催した。 

    ・期 日  令和元年１２月１０日（火） 

    ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大会議室） 

    ・参加者  ９名 

    ・内 容  講義「認知症について」 

講師：認知症の人と家族の会 青森県支部 世話人代表 石戸 育子 氏 

 

（３）実習生の受入れ 

訪問介護員実習生を受入れ、福祉に関わる人材育成を図るとともに、実習指導をとおして職員の専門性

の向上に努めた。（訪問介護実習生受入人数：３名） 
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２．福祉教育の推進 

（１）ボランティア推進校事業の推進 

○指定校   町内全小中学校（小学校６校、中学校２校） 

   ○事業推進会議の開催 

    ・期 日  令和元年５月８日（水） 

    ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（小会議室） 

    ・参加者  １０名（担当教師７名、会長、事務局２名） 

    ・内 容  事業内容・留意事項説明、質疑・意見交換 

  ○活動状況（活動報告書より） 

学校名 主な活動内容 

石鉢小学校 ○学校だより等をとおして活動状況掲載 ○町社会福祉大会での活動発表 ○かっこうの森訪問 ○八戸第一養護学校との交流  

○ほのぼの交流会をとおした地域住民との交流 ○高齢者疑似体験の実施 ○赤い羽根共同募金等の募金活動、ベルマーク収集、プル

タブ収集 ○太鼓部の地域行事への参加(臥牛山まつり、いちご煮まつり、石鉢夏祭り) 

階上小学校 ○学校だより等をとおして活動状況掲載 ○通学路の安全確認調査 ○階上岳の清掃登山 ○草刈り、窓ふき、通学路等の清掃活動  

○ほのぼの交流会での高齢者との交流 ○えんぶりの披露(臥牛苑、わらび苑、臥牛山祭り、いちご煮まつり、八戸えんぶり、運動会、

学芸発表会) ○老人クラブ会員の指導のもと農業体験活動の実施 ○赤い羽根共同募金等の募金活動 ○ペットボトル蓋の収集活動 

○八戸第二養護学校生徒との交流 

赤保内小学校 ○学校だより等への活動掲載 ○駒踊り発表会(臥牛山まつり、いちご煮まつり等) ○赤保内駒踊り保存会との実技指導、交流  

○米づくり、畑作体験学習 ○福祉作文への取り組みと発表会の開催 ○高齢者疑似体験の実施 ○祖父母参観日を通しての高齢者と

の交流 ○地域のあいさつ運動実施 ○もちつき会を通しての地域住民との交流 ○赤い羽根共同募金等の募金活動 ○プルタブ、ベ

ルマーク等の収集活動 ○読み聞かせボランティアとの交流 

大蛇小学校 ○学校だよりへの活動掲載 ○福祉作文の応募 ○ふのり採り体験等の体験学習 ○校地草刈と校舎ワックスがけ ○赤い羽根共同

募金等の募金活動、プルタブ収集活動 ○植樹運動 ○大蛇駅舎、大蛇海岸の清掃 ○学習発表会を通しての地域住民との交流  

○いちご煮まつり、臥牛山祭りでの伝統芸能等披露 ○夜間防火パトロール ○朝のあいさつ運動 ○大蛇三地区敬老会への参加をと

おしての高齢者との交流 

道仏小学校 ○学校だより等への活動掲載 ○福祉作文への取り組み ○ごみ減量とリサイクルへの取り組み ○校内外の清掃、除雪作業 ○米作

り体験学習をとおしての地域住民との交流 ○神楽組の方からの指導のもと道仏子ども神楽の披露(いちご煮まつり、学習発表会等) 

○ユニセフ募金への協力 ○防災に係る活動 

小舟渡小学校 ○小学校だよりへの活動掲載 ○地域住民へのあいさつ運動 ○学校周辺、海岸の清掃活動 ○うに採り、ふのり採り等での体験学習 

○赤い羽根共同募金等の募金活動 ○プルタブ、アルミ缶の収集 ○独楽回し大会等を通しての老人クラブ会員との交流 ○伝統芸能

の披露(いちご煮祭り) 

階上中学校 ○学校だより等への活動掲載 ○学校環境整備、除雪作業 ○赤い羽根共同募金街頭募金活動 ○文化祭での鳥屋部えんぶり発表を通

しての地域住民との交流 ○町社会福祉大会での福祉作文発表 

道仏中学校 ○文化祭等での活動展示 ○赤い羽根共同募金等の募金活動 ○学路、海岸や公共施設等の清掃活動 ○大蛇よさこい、道仏神楽、小

舟渡沖揚げ音頭発表を通しての地域住民との交流（町民文化祭） ○草刈り、花壇整備 ○ペットボトルキャップ、プルタブの回収 

 

○高齢者疑似体験の実施 

期   日 場   所 参加者 

令和２年１月２４日 石鉢小学校 ３７名(３年生) 
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（２）幼児と高齢者のふれあい事業 

    町内児童福祉施設（保育園４ヶ所）において、施設の行事等をとおして地域の高齢者と幼児のふれあい交

流を促進するとともに、施設の協力を得て、地区敬老会や町老人クラブ連合会スポーツ大会等における高齢

者との交流活動の推進を図った。 

  ○事業推進会議の開催 

    ・期 日  令和元年５月８日（水） 

    ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（小会議室） 

    ・参加者  ６名（担当職員３名、会長、事務局２名） 

    ・内 容  事業内容・留意事項説明、質疑・意見交換 

  ○活動状況（活動報告書より） 

施設名 主な活動内容 

石鉢保育園 夕涼み会、運動会、おにぎりクッキング、生活発表会、デイサービスみほの訪問を

とおしての交流 

階上保育園 園庭の草取り・種まき、運動会、大蛇三地区敬老会、小舟渡敬老会、クリスマス会

をとおしての交流 

はまゆり保育園 ほのぼの交流会、流しそうめん大会、大運動会、収穫祭をとおしての交流 

道仏保育園 旧端午の節句、人形劇観賞、七夕のつどい、運動会、榊地区敬老会、クリスマス会、

お正月遊び、えんぶり鑑賞、卒園式等をとおしての交流 

 

（３）第４０回社会福祉作文の募集と文集「そよ風」の発行 

○応募総数 ３４編（小学生２０編、中学生１４編） 町内全小中学校より応募 

○審査会の開催 

 ・期 日  令和元年１０月８日（火） 

 ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（小会議室） 

 ・出席者  審査員５名、事務局 

 ・内 容  委員長選出、入選作審査（最優秀等入選６作品を決定） 

○入選作品を掲載する文集「そよ風」第４０集を発行（２００部）するとともに、最優秀作品の社会福祉

大会での発表と社協だよりへの掲載により、児童生徒の福祉に寄せる思いの理解と啓発を図った。 

 

（４）福祉体験学習事業 

  中学生を対象として、町内の福祉施設での交流や体験等をとおして福祉充実への啓発を図った。 

   ・期  日  令和元年６月１９日（水）、７月１日（月）、２日（火） 

   ・体験施設  臥牛苑、双松苑、ありがとう、石鉢保育園、はまゆり保育園、階上保育園、道仏保育園 

   ・参 加 者  １３名（道仏中１年生） 

 

 

３．ボランティア活動の推進 

安心、安全に活動できるようボランティア保険の周知と加入促進を図った。 

○ボランティア保険の加入 

・加入者数  ２８４名 
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Ⅲ 福祉情報の提供・総合相談・自立生活支援機能の充実 

１．福祉情報の提供 

（１）広報誌「社協だより」の発行 

     社協活動や福祉事業への理解と啓発及び情報提供のため、広報誌として「社協だより」の毎月発行を行

い広報活動の充実に努めた。 

   ○社協だよりの発行 

・発行回数    毎月発行（年度内４４ページ）２色印刷 

・発行部数    ５５，２００部（４，６００部×１２ヶ月） 

    ※有料広告の掲載事業所はなかった。 

 

（２）社協ホームページの運用・更新 

     社協ホームページにより、インターネットによるタイムリーな事業や活動状況の周知を図った。 

（HPアドレス http：//www.shakyo.or.jp/hp/220/） 

 

（３）第３次地域福祉活動計画の周知 

    計画的な地域福祉推進のための第３次地域福祉活動計画の計画概要について、社協だよりへ掲載すると

ともに、社協ホームページへ計画書を掲載し住民への理解と周知に努めた。 

 

 

２．相談体制の充実 

住民の抱える問題や悩み事が複雑多様化する中で、行政相談員・人権擁護委員及び関係機関との連携のもと

に相談支援を図るとともに、高齢者相談窓口として町地域包括支援センターとの連絡調整を図りながら事業の

推進に努めた。また、専門相談のニーズに対応し毎月１回弁護士による法律相談を実施し、相談者の抱える問

題の解決に努めた。 

○相談員数    １０名（民生委員４名、学識経験者６名） 

○相談所開設日数 ３４日（毎週火曜日定例相談所開設、毎月第３火曜日合同相談所開設、毎月第４火曜日法律相談所開設） 

○利用者数    ３３名（男性７名、女性２２名、同伴者４名） 

○相談件数    ２９件（心配・合同相談：４件、法律相談：２５件） 

○運営委員、相談員合同会議（事例研究含む）の開催 

【第１回】 ・期 日  平成３１年４月１９日（火） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（中会議室） 

・出席者  １６名（相談員９名、運営委員４名、会長、事務局２名） 

・内 容  委嘱状交付、主任相談員・主任代理相談員の互選 

平成31年度相談所の運営について、平成30年度相談利用状況について 

   【第２回】 ・期 日  令和２年２月２１日（金） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（大会議室） 

・出席者  １５名（相談員９名、運営委員４名、会長、事務局２名） 

・内 容  令和元年度相談利用状況について、令和元年度相談事例について 

               令和２年度相談所の運営について、令和２年度相談所開設日程について 

○相談員研修会の開催 

・期 日  令和元年７月３０日（火） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ(大ホール) 

・出席者  ９名（相談員９名、人権擁護委員２名） 

・内 容  講演「民法改正に伴う改正点について」 

講師：青森地方法務局 八戸支局 統括登記官 有馬 浩良 氏 
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○相談項目ごとの件数と処理状況 

相談事項 

 

 

 

 

 

件 数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 合

計 

生

計 

年
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職

業

・

生

業 

住
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家
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結

婚 

離

婚 

健
康
・
保
健
・
衛
生 

・ 

健
康
・
保
健
・
衛
生 

・ 

衛

生 

医

療 

人

権

・

法

律 

財

産 

事

故 

児
童
福
祉
・
母
子
保
健 

教

育

・

青

少

年 

障
害
者
（
児
）
福
祉 

母
子
福
祉
・
父
子
福
祉 

老

人

福

祉 

苦

情 
そ

の

他 

取 扱 件 数 ２   ６ １  ３   ３ 12      １ １  29 

処

理

状

況 

解 決 ２   ６ １  ２   ３ 12      １ １  28 

再 来                     

民生委員                     

他機関       １             １ 

その他                     

 

 

３．自立生活支援の充実 

（１）給食サービス事業 

   ○サービス実施回数       ９９回（水曜日４９回、金曜日４９回、木曜１回） 

   ○サービス利用実人数      １１名（１人暮らし１０名、その他１名） 

   ○サービス利用延べ人数     ４０７名（水曜日２２９名、金曜日１７８名） 

   ○ボランティア延べ人数     １２９名（運転４５名、補助８４名） 

   ○弁当依頼事業所        サポートセンター虹（八戸市） 

   ○年末年越し配食サービス（１２月３１日実施） 

   ７５歳以上の１人暮らしの高齢者で、大晦日の年越しを１人で過ごされる方を対象に、ボランティア

の協力を得ておせち料理の配食を実施した。 

   ・利用者数     １１０名 

   ・配食ボランティア １７名 

 

（２）福祉機器貸与事業 

介護を必要とする高齢者や、重度障害者世帯等を対象に、福祉機器（介護用ベッド、車椅子）の貸出し

を行い、介護者の介護負担の軽減を図るとともに、在宅での自立生活支援を図った。 

○利用状況 

機器名 
前年度末 

機器台数 

寄附受入 

台 数 

廃棄処分 

台   数 

年 度 末 

機器台数 

前年度末 

貸出台数 
貸出台数 返却台数 

年 度 末 

貸出台数 

介護用ベッド ２３ ０ ７ １６ １８ ４ ６ １６ 

車椅子 ４８ ２ ０ ５０ ３５ １２ １８ ２９ 

 

○プルタブ収集状況   年度内収集量  ２３０㎏（換金額：２２，５９０円） 

 

（３）日常生活自立支援事業 

   高齢や障害等による軽度な判断能力の低下に伴い、１人で生活することに不安を感じたり、日常的な金

銭管理が困難な方を対象として、基幹的社協（八戸市社協）や関係機関、生活支援員との連携のもとに日

常生活上の支援を図った。 

   ・利用者数   ３名 

   ・生活支援員  ２名 
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（４）介護保険サービス事業等の推進 

高齢者や障がい者の自立した在宅生活支援のため、保健・医療・福祉の関係機関並びに関係サービス事

業所、町地域包括支援センターと連携し、利用者本位のサービスとして事業の推進を図った。また、サー

ビス向上のため利用者アンケート調査等の実施や実習生の受入れにより地域の介護人材の育成に努めた。 

①居宅介護支援事業 

○介護支援専門員の配置          ３名（専任２名、兼任１名） 

○ケプラン作成実利用者数        ７０名（男性２６名、女性４４名） 

○ケアプラン作成延べ利用者数     ６２６名 

○予防ケアプラン作成実利用者数      ６名（男性３名、女性３名） 

○予防ケアプラン作成延べ利用者数    ６２名 

○要介護認定調査件数          ７８件 

○利用者アンケート調査  調査対象者数 ４９名 

                 回答者数   ３０名（回答率６１．２％） 

                 実施時期   令和２年１月 

調査方法   調査票の郵送又は聞取り調査 

②訪問介護事業（特定事業所加算Ⅱ算定） 

○訪問介護員数       ８名（常勤２名、登録型６名） 

○実利用者数       ４６名（男性１５名、女性３１名） 

○期間内利用者合計   ３５９名（介護３０９名、総合事業５０名） 

○延べ利用日数   ４，３４０日（介護４，０７２日、総合事業２６８日） 

○延べ利用回数   ６，８０３回（介護６，５３５回、総合事業２６８回） 

○延べ利用時間数  ４，５６９時間４７分（介護４，３０１時間４７分、介護予防２６８時間） 

○実習生の受入れ      ３名（八戸社会福祉専門学校生徒３名） 

○実習日数         ６日 

○介護サービス情報公表制度実地調査受審（１１月１９日） 

○利用者アンケート調査  調査対象者数 ２７名（介護保険利用者２５名、障害福祉サービス利用者２名） 

                 回答者数   １９名（回答率７０．３％） 

                 実施時期   令和２年１月 

調査方法   調査票の郵送又は聞取り調査 

③居宅介護事業（障害福祉サービス） 

○実利用者数        ３名（視覚障害１名、上下肢機能障害１名、下肢機能障害１名） 

○期間内利用者合計    ２２名 

○延べ利用日数     ２０２日 

○延べ利用回数     ２２４回（通院介助８回、家事援助２１６回） 

○延べ利用時間数    ２３９時間（通院介助２５時間、家事援助２１４時間） 

④苦情解決第三者委員会の開催 

     ・期 日  平成３１年４月１８日（木） 

・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（応接室） 

・参加者  ６名（委員３名、会長、事務局２名） 

・内 容  苦情解決の取り組み状況について 

      苦情・要望の受付状況について 

⑤福祉サービス苦情受付状況 

受付件数 対象サービス 苦情概要 解決結果 

１件 訪問介護 
訪問介護員と相性が合わず、訪問されると心臓が

苦しくなり、食欲もなくなる。 

 対象訪問介護員の訪問を控えることとし解決

した。 
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（５）各種資金貸付事業の推進 

民生委員や県社協及び町担当課等と連携の図り、低所得世帯や高齢者世帯、障害者世帯等の経済的支援

と自立に向けて、資金貸付事業の対応を図るとともに、償還滞納者への督促や償還面接等を行いながら償

還促進に努めた。また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う生活福祉資金緊急小口資金の特例貸付の

相談受付対応を進めた。 

①たすけあい資金の貸付 

    ○前年度末貸付原資金額  ７，５８３，４５２円 

○前年度末貸付金額    ２，９１２，９１４円（４７件） 

○本年度貸付金額        ５０，０００円（ １件） 

○本年度償還金額       １１５，０００円（ ３件） 

○本年度末貸付金総額   ２，８４７，９１４円（４５件） 

○本年度末貸付原資金額  ７，５９０，３４８円 

②高額療養費資金の貸付 

    ○前年度末貸付原資金額  ４，１８９，９７２円 

○前年度末貸付金額      ７１２，０００円 （３件） 

○本年度貸付金額             ０円 （０件） 

○本年度償還金額        ３０，０００円 （０件） 

○本年度末貸付金総額     ６８２，０００円 （３件） 

○本年度末貸付原資金額  ４，１８９，９７２円 

③生活福祉資金の貸付 

○本年度決定金額    ０円 

○利用状況 

資金種類 利用件数 貸付決定金額 貸付残高（元金） 

教 育 支 援 資 金 １４ １１，２７３，４９０円 ４，９１３，８９０円 

緊 急 小 口 資 金 ６ ３９０，０００円 １７２，２５０円 

離職者支援資金 １ ２，４００，０００円 ２，０５７，１６０円 

総 合 支 援 資 金 １２ １４，２３１，０００円 １２，９４２，３２０円 

計 ３３ ２８，２９４，４９０円 ２０，０８５，６２０円 

    ○償還促進面接の実施 

     ・期 日  令和元年８月２８日（水） 

     ・場 所  ハートフルプラザ・はしかみ（応接室） 

 

（６）移送・移動支援サービス等の実施検討 

三戸郡内町村社協より、移送・移動支援サービスに関わる資料収集を行うとともに、郡社協幹事会にお

いて事業に係る情報収集に努めた。、チャイルドシートやベビーカーなど育児用品の貸出事業や、生活困窮

に陥っている方に対し、一時的に食料を提供し支援するフードバンク事業と合わせて、必要な資料・情報

収集を進め具体的な実施検討を図る。 
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Ⅳ 災害時支援体制の充実 

令和元年台風１９号災害に伴い、県社協の派遣要請により福島県いわき市災害ボランティアセンターの運営支

援のため職員１名を派遣した。また、ハートフルプラザが自主避難所に指定されたことから、避難者への必要な

対応を図った。 

  ○職員派遣期間  令和元年１２月 ２日（月）～ ７日（土）６日間 

   

○避難所開設日  令和元年１０月１２日（土）～１３日（日） 

  ○避難者数    ５名（男性１名、女性４名） 

 

災害ボランティアセンターの運営に関わるボランティア並びに被災者への救援活動を行うボランティアとして

必要な知識を習得し理解を深めるための講座を開催するとともに、災害ボランティア及び災害ボランティアセン

ター運営スタッフ登録者の募集を図った。 

○災害ボランティア講座の開催 

・期  日  令和２年２月２７日（木） 

・場  所  ハートフルプラザ・はしかみ（大ホール） 

・参加人数  ３８名 

・内  容  講演・発表「地域防災と福祉のまちづくり」 

            講師・コーディネーター：青森県社会福祉協議会  

地域福祉課 課長代理 今 伸子 氏  

             ～台風１９号災害被災地支援活動発表～ 

               発表者 五戸町社会福祉協議会 主事 竹原 侑希 氏 

                   階上町社会福祉協議会 主査 森  一晃 氏 

           情報提供「災害時の配信情報について」  

町総務課行政防災グループ 野沢 一臣 氏 

     ※新型コロナウイルス感染防止のため、予定していた災害ボランティアセンター設置訓練は中止した。 

○災害ボランティア等登録状況 

・災害ボランティア全登録者数 １８名（新規登録者数３名） 

・災害ボランティアセンター運営スタッフ全登録者数 １６名（新規登録者数１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 22 

Ⅴ 社協の機能・体制強化 

１．社協組織の強化 

社会福祉法に則して事業運営の透明性の向上に努めながら組織運営を図るとともに、執行機関としての理事

会、議決機関としての評議員会並びに専門部会、各委員会等での協議検討を進め、組織の基盤強化に努めた。 

また、税理士による財務等に関するチェック・確認を行い、適正な組織運営に努めた。 

 

２．財政基盤の整備 

 （１）社協会員の加入促進 

各地区とも区長、班長の方々のご協力をいただき、社協事業の理解と周知を図りながら会員加入の促進に

努めた。また、町内法人・事業所の団体会員加入の促進に努めた。 

○会員数 

会員区分 令和元年度 平成３０年度 比較増減 

普 通 会 員（1,000円） ２，８５４ ２，７４１  １１３ 

賛 助 会 員（2,000円） ６３ ６５ △  ２ 

特別賛助会員（5,000円） ２８ ２７    １ 

団 体 会 員（3,000円） ４３ ３８     ５ 

合         計 ２，９８８ ２，８７１   １１７ 

 

 （２）公費助成の確保 

社協が公共性の高い地域福祉推進の中核的組織であることに鑑み、地域福祉推進のための補助金・受託金

について、町の理解と公費助成の継続的交付のための働きかけを行った。 

   ○補助金、委託金に係る陳情 

    ・期 日  令和元年１２月１８日（水） 

    ・場 所  役場応接室 

    ・出席者  １１名（町長、副町長、総務課長、総合政策課長、健康福祉課長、福祉グループリーダー、 

正副会長、常務理事、事務局） 

 

 （３）共同募金運動への協力 

階上町共同募金委員会を中心として、共同募金運動の趣旨や配分事業の周知と理解を図りながら、地域福

祉活動を支える共同募金運動への協力を図った。 

○目標額  ２，９００，０００円 

○募金実績概要 

募金種別 実績額 

戸 別 募 金 ２，１７１，８２６円 

法 人 募 金 ４３２，０００円 

学 校 募 金 ５２，８３３円 

街 頭 募 金 １１１，０８６円 

職 域 募 金 １３，６１３円 

そ の 他 １０６，５８０円 

合 計 ２，８８７，９３８円 
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３．職員研修の充実等 

社会福祉援助者としての職員の資質向上を図るため、県社協主催の研修会をはじめ外部研修等へ積極的に参

加を図るとともに、職員会議における復命発表や事業・福祉サービス向上のための協議検討等をとおして職員

の専門性向上に努めた。また、正職員全員による自己評価を実施するとともに、実施結果に基づき次年度の事

業計画等への反映を図った。 

○職員会議の開催 

毎月１回（１２回開催） 

○社協自己評価の実施 

評価方法：青森県市町村社会福祉協議会自己評価指針により評価を実施した。 

評 価 者：正職員全員（８名） 

実施時期：令和２年１月～２月（自己評価指針評価シートによるチェック、集計） 

                 ２月（評価まとめ） 

○外部研修参加状況 

・事務局職員 

    社会福祉法人指導監査対策セミナー 

    県市町村社協連絡会役職員・監事等研修会 

生活福祉資金貸付事業担当者研修会 

生活支援コーディネーター養成研修 

認知症キャラバンメイト養成研修  

郡内町村社協職員研修会 

認知症ケア向上研修 

県市町村社協連絡会三八ブロック研修会 他 

・介護事業職員 

       主任介護支援専門員更新受講要件研修 

       介護サービス情報の公表制度「10のテーマに係る研修会」 

       郡社協介護事業職員研修会 

認定調査現任者研修 

県障害者虐待防止権利擁護研修会 

町介護保険事業所連絡会情報交換会 他 
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令和元年度事業報告附属明細書 

 

 

 

 

令和元年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため、作成しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 

階上町社会福祉協議会 

会 長  松橋 竹子 


